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mz図 Roman，Tcajan. 
第1図 GreekAnthemion Ornament. 
第3図 Rom印国que
chucch of Saint-GilIes. 
第4図 Gothic，Motce Dame. 
第5図 Renaiscence.Chucch of St. Mary. 
マ的と考えられるが，然し厳密には多くのギリシヤ的要素を包含している。 ζの乙とは一面，ロー7
人の愛好した装飾品はギリシヤ芸術家の手によって製作あれたが故である。
Titusと Diocletiansの Bath及びローマの Palatineの上にある Caesarの城廓はポンぺイ
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ttrocento (14∞)といわれた時代であり，広汎に亘って愛好された裂飾としては DonateJlo (1386 
-1438)によって意匠化された美的な小形の控壁をあげる乙とが出来る。即ち.フロレンスの Bap-
tisteryの Ghirbert'sの官銅製の扉は建築の装飾的な排列を試みた自然的な形式の使用を示したも
のである。而して~施 (Tabernacle) は Cinquecento (1500)時代の粗野な便宜的と装飾の有し












































iζ住んだ Lambardi一家は当時のかかる形式を彫刻的に表現した工匠であった。更に Pietrothe 
elder (1481) はラベンナの SanFrancesco にある Danteの墓を設計した工匠であり，彼の畢生
の努力は彫刻的な装飾技法の研究であり彼の息子 Tullio.Antonio にその技法が継承されたのであ
る。その作品の主なるものはペニスにある SantaMaria de Miracoli教会の装飾である。特に
Tullioは一般彫刻作家としても傑出した技法の持主であったと伝へられている。装飾彫刻の分野に
ては当時の最高地位を獲得した。 MartinoLombardiは Tullio1<:助力を受けその装飾を完成した
という。尚，彼は文，ペニスに在る scnda disan Marcoを建立した人であり，当時の装飾彫刻
の最上の好例は Corpodicristo (15却)の教会にある Martinengo横墓の装飾に見られた。 市し
てその装飾は Lambardiの手法に極めて類似しているが然し作者は現在来知とされている。多分
Lambardi 1<:所属した作者のものであると推測して誤りはなかろう。
仏国l乙於ける Cinquecento時代の純粋を例の一つはノfりに在る St.Denisであり.Louis XJ[ 
によって建立された記念碑の控墜に施された装飾である。多分，それは JeanJustと Francois
Gentil によって制作されたものと考えられている。 乙の装飾は人像を主題としたものである。仏国
に於ける他のJレネッサンス期の装飾形式は 'HenryDeux style(S). と云われたものである。之は主
に戸口のパネルlζ示されたものであり，その天蓋と交錯した作品と楯の主題はこの装飾の特性を形式
的に結合した。王のHの頭文字と鋭い狩猟神 Dianaの三日月の腕は屡々当時の楯の主題として使用
されていた。乙の 'HenryDeux style，は jeanGoujonと Jeancousin によって広く豊族の邸
宅の装飾として使用されている。
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Elizabeth時代の装飾は文英国lζ於けるJレ才、ッサンス時代の装飾の一般的形式であり，それの特性
は Strap-work(総状装飾) といわれた。 而して動物面，ロゼッ ト形の人像と獅子とから構成した
怪物，半獣半人像を排列し繰形の変形形式と僅かの葉直前をもって構成されたものである。乙の一例は
Old Guard chamber. Westminster (1600)寺院のパネJレに於て見られた。それは又後世に使用さ
れた多数の家具と当時の織物に著しく 目立って表わされた Saracenicの装飾に強い影轡を与えてい
る。文，栃の作品は 'Jacoban (J ames 1)形式聞に於いての様に純粋な Elizabethan装飾の特性




strap-work(IO)の純粋な形式を構成したのである。それは又.Hard wick Hall (11). Haddol Hal! 
等lζ施されたものである。又，他の種類は人像と動物とを有した変化性にとんだ曲線なものであり，
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文献及び註
( 1) Richard GI田 ier:“AManual of Historic Omament"， P25. 
(2)同上 P26. 
(3)同上 P 13， j. Ward:“Historic omamentヘVol，1I， Pl. 415. Acauthusは GreekIζては主要な装
飾主題となり，その愛知ま常lζ平面白百である。 p1.5.
(4) R. Glazier:“A Manual of Historic omament"， P.29. 





(7) Lethaby. : Mediaeval Art， PP.125-129. (1911) 
H PP.155-158. 
( 8) Henri lV時代には精巧な浮彩，渦巻文様， 紐状文様の装飾が発展し.yf及した。特iζ陶綴の文様として，円
形，交錯した幾何学的形式文様を重要視した。
( 9) Jacobean形式は建物の平面と立面に於て規則正しく対称形をもっており，その代表的なものは.Char lecote 




(11) Hadwich Hal1の装飾主題は狩猟神の Dina女神とその一族が樹木と薬飾iζ間続きれた情景を表わしたもの
である。そのフリースは高さ11択であり，それは低浮彫で縫成され，Tempera ILて賦彩されている。
SUMMARY 
The motif of Renaissance ornament included al kinds of those often used in 
Greek， Roman. Romanesque and Gothic architecture. But it is worthy to notice that 
the pure painting， which had developed in the period， had its influence on the tech-
nlque. 
Renaissence tecnnique， moreover， is found in Mosaic， MetaI. Glass and especialy 
in "Sigraffito“. The ornament of the period. however， is diffenced in a way from Gothic 
ornament (the motif of which is exaggerated supernaturally)， and has the tendency of 
Realism which aims to express natural forms. 
Thus， in the period， ornamental tecnnique bigining in Greece was completed with 
the development of architectural technique. 
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